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マ
ル
メ
大
学
正
面
玄
関
口

９
条
改
変
に
反
対
４
割
超

８
年
連
続
で
国
保
料
軽
減

堺市長選挙2017

竹山堺市政の

績実
医療編

憲法９条（戦争放棄）を
変えることについて　　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「 

最
先
端
の
む
し
歯
・
歯
周
病

予
防
を
要
求
す
る
会
」

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
コ
ー
ク
大
学

 

西　

真
紀
子

２
０
１
６
年
度

２
０
１
６
年
度

会
員
意
見
調
査

会
員
意
見
調
査
❾

無回答
2.2％
無回答
2.2％その他

1.4％
その他
1.4％

どちらとも
言えない　
37.7％

どちらとも
言えない　
37.7％ 反対

41.3％
反対
41.3％

賛成
17.4％
賛成
17.4％

格
差
の
是
正
を
求
め
た
。
老

人
保
健
課
か
ら
青
木
、
鈴
木

両
氏
が
応
対
し
た
。

　

電
子
請
求
の
問
題
に
つ
い

て
、「
医
療
保
険
は
紙
請
求
を

認
め
て
い
る
。
電
子
請
求
で

き
な
け
れ
ば
請
求
権
は
奪
わ

れ
る
の
か
」
と
質
し
た
。
こ

れ
に
対
し
、
冒
頭
に
「
審
査

の
効
率
化
の
た
め
」
と
説
明

し
た
当
局
側
も
「
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
が
途
切
れ
な
い

よ
う
他
の
制
度
も
見
な
が
ら

検
討
し
た
い
」と
返
答
し
た
。

　

ま
た
、
当
局
の
「
居
宅
療

養
管
理
指
導
の
単
位
差
は
一

部
不
適
切
事
例
へ
の
対
応
」

だ
と
の
説
明
に
も
、「
個
別
指

導
で
対
応
す
べ
き
。
複
数
患

者
か
一
人
の
み
か
の
労
力
差

は
、
訪
問
診
療
料
１
〜
３
で

評
価
済
み
。
個
別
性
の
高
い

指
導
管
理
料
へ
の
格
差
は
合

理
性
を
欠
く
」
と
質
し
た
。

　

老
健
局
へ
の
要
請
は
堀
内

照
文
衆
院
議
員
（
共
産
）
が

仲
介
し
た
。

　
「
憲
法
９
条
（
戦
争
放
棄
）

を
変
え
る
」
こ
と
に
つ
い
て

賛
否
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

「
反
対
」
が
41
・
３
％
、

　

ま
た
、
市
民
の
命
を
守
る

施
策
と
し
て
、
市
立
総
合
医

療
セ
ン
タ
ー
の
第
三
次
救
急

医
療
対
応
を
拡
充
。
重
篤
患

者
の
救
急
車
両
搬
送
時
間
を

平
均
19
分
44
秒
か
ら
10
分
38

秒
へ
と
大
幅
に
短
縮
さ
せ

た
。 

（
つ
づ
く
）

ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
、
他
の
自

治
体
を
牽
引
し
て
き
た
。
協

会
と
の
面
談
に
お
い
て
、
18

歳
ま
で
の
対
象
拡
大
に
意
欲

を
見
せ
て
お
り
、
窓
口
負
担

の
軽
減
と
併
せ
て
、
さ
ら
な

る
制
度
の
拡
充
に
期
待
が
持

て
る
。

医療分野における
竹山堺市政の実績

▽ 国民健康保険料の８年
連続軽減

▽ 累積赤字の国保財政を
黒字化

▽ トップ水準の子ども医
療費助成を実現

▽ 「18歳まで」の対象拡
大を検討

▽ 第三次救急対応の拡充

険
料
は
、
２
０
１
７
年
度
に

は
８
万
６
９
８
３
円
と
８
年

間
で
１
万
６
１
３
４
円
も
の

引
き
下
げ
を
実
現
し
た
。
ま

た
、「
払
え
る
保
険
料
」
に

シ
フ
ト
し
て
い
く
な
か
で
、

収
納
率
向
上
に
取
り
組
み
、

累
積
赤
字
だ
っ
た
国
保
会
計

を
２
０
１
２
年
度
に
は
黒
字

に
転
換
さ
せ
た
。

　

子
ど
も
医
療
費
助
成
で

は
、
就
任
し
て
す
ぐ
に
制
度

を
拡
充
。
所
得
制
限
を
設
け

ず
「
中
学
３
年
ま
で
」
を
対

象
と
し
た
助
成
制
度
を
実
現

し
、
大
阪
府
内
で
の
ト
ッ
プ

　

竹
山
お
さ
み
市
長
は
、
８

年
間
の
市
政
に
お
い
て
、
市

民
の
暮
ら
し
、
医
療
、
命
を

守
る
改
革
を
進
め
て
き
た
。

　

国
民
健
康
保
険
行
政
で

は
、「
高
す
ぎ
て
払
え
な

い
」
と
い
う
市
民
の
声
を
受

け
止
め
、
政
令
市
で
最
も
高

か
っ
た
国
民
健
康
保
険
料
の

引
き
下
げ
に
着
手
。
２
０
０

９
年
度
、
一
人
あ
た
り
年
額

10
万
３
１
１
７
円
だ
っ
た
保

「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」

が
37
・
７
％
、「
賛
成
」
が

17
・
４
％
だ
っ
た
（
グ
ラ

フ
）。
安
倍
首
相
が
改
憲
の

〝
本
丸
〞
と
す
る
９
条
の
改

変
に
つ
い
て
は
、
会
員
の
多

く
が
反
対
し
て
い
る
こ
と
が

浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

年
代
別
比
較

　

年
代
別
に
９
条
を
変
え
る

事
へ
の
賛
否
を
見
る
と
、
70

代
を
除
く
す
べ
て
の
年
代
で

「
反
対
」
が
賛
成
を
上
回
っ

た
。
し
か
し
30
・
40
代
で

は
、「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な

い
」
と
の
回
答
が
最
も
多
く

な
っ
て
お
り
、
全
年
代
に
お

い
て
も
、
情
勢
に
よ
る
流
動

的
な
状
況
が
見
れ
る
。

　

日
本
を
含
む
各
国
の
軍
事

的
な
対
応
に
よ
り
北
朝
鮮
な

ど
の
東
ア
ジ
ア
情
勢
が
緊
迫

し
続
け
て
い
る
。
憲
法
９
条

を
持
つ
日
本
こ
そ
、
軍
拡
対

応
で
は
な
く
、
平
和
外
交
に

よ
る
問
題
解
決
の
道
を
追
求

す
る
必
要
が
あ
る
。

　

超
高
齢
化
や
小
児
の
齲
蝕
罹
患
率
の
低

下
な
ど
日
本
の
歯
科
医
療
が
転
換
期
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
る
。
今
後
、
歯
科
医
療

の
需
要
は
ど
う
な
る
の
か
。
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
で
研
究
生
活
を
送
る
歯
科
医
師
の
西
真

紀
子
氏
に
歯
科
先
進
国
北
欧
の
歯
科
医
療

の
現
状
を
リ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
う
。

　

こ
の
連
載
で
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
主

に
北
欧
の
歯
科
医
療
の
最
新
情
報
や
、
私

が
住
ん
で
い
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
歯
科
医

療
に
つ
い
て
も
お
話
し
た
い
。
こ
れ
ら
の

情
報
が
、
日
本
の
未
来
の
歯
科
臨
床

の
あ
り
方
を
予
測
す
る
一
助
に
な
れ

ば
幸
い
で
あ
る
。

　

私
は
、
２
０
０
０
年
に
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
・
マ
ル
メ
大
学
歯
学
部
カ
リ
オ

ロ
ジ
ー
講
座
に
一
年
間
留
学
し
た
。

そ
の
４
年
前
に
出
版
さ
れ
た
『
ク
リ

ニ
カ
ル
カ
リ
オ
ロ
ジ
ー
』﹇
１
﹈

に
、
と
て
も
感
銘
を
受
け
、
著
者
の

熊
谷
崇
先
生
ら
の
論
文
を
読
み
、
機

会
が
あ
れ
ば
講
演
を
聞
い
て
い
た
。

臨
床
現
場
で
齲
蝕
を
科
学
的
に
管
理

す
れ
ば
、
齲
蝕
の
発
症
や
再
発
を
防

げ
る
と
い
う
こ
と
が
実
証
さ
れ
、
当

時
、
私
が
勤
務
し
て
い
た
大
学
病
院

以
上
の
実
績
が
発
表
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。『
ク
リ
ニ
カ
ル
カ
リ
オ
ロ

ジ
ー
』
の
中
で
、
科
学
的
根
拠
を
提

た
。

　

１
９
９
９
年
、
熊
谷
先
生
が
大
阪

に
来
ら
れ
た
時
に
、
初
め
て
お
話
す

る
機
会
を
得
、
間
も
な
く
ブ
ラ
ッ
タ

ー
ル
先
生
を
紹
介
し
て
い
た
だ
い

た
。
熊
谷
先
生
が
マ
ル
メ
大
学
か
ら

名
誉
博
士
号
を
授
与
さ
れ
た
年
だ
っ

た
。
私
は
ま
だ
駆
け
出
し
の
、
理
想

像
や
情
熱
だ
け
は
一
人
前
と
い
っ
た

歯
科
医
師
で
、
煙
た
が
ら
れ
て
も
当

然
だ
と
思
う
の
だ
が
、
そ
れ
を
尊
敬

す
る
先
生
に
瞬
時
に
肯
定
し
て
も
ら

っ
た
よ
う
で
、
驚
き
と
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。
今
ま
で
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
、
そ
の
大
胆
な

ご
判
断
と
、
迅
速
な
行
動
力
か
ら
、

本
当
に
傑
出
し
た
方
な
の
だ
と
実
感

し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

様
々
な
国
の
齲
蝕
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
手

が
け
て
お
ら
れ
た
。
ネ
パ
ー
ル
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
経
験
を
し
て
い
た
私
は
、

齲
蝕
の
有
病
率
が
低
い
な
が
ら
ソ
フ
ト
ド

リ
ン
ク
が
氾
濫
し
つ
つ
あ
っ
た
ネ
パ
ー
ル

を
見
て
、
経
済
発
展
と
共
に
、
日
本
と
同

じ
よ
う
な
齲
蝕
の
洪
水
時
代
が
来
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
し
、
最
先
端
の

医
学
的
知
見
を
導
入
す
れ
ば
、
有
病
率
が

低
い
ま
ま
推
移
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
た
の
で
、
ブ
ラ
ッ
タ
ー
ル
先
生

の
お
仕
事
内
容
は
、
ま
さ
に
憧
れ
だ
っ
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に
し
・
ま
き
こ

　

新
潟
市
生
ま
れ
。
１
９
９
２
年
、
神
戸
大
学

教
育
学
部
卒
、
１
９
９
６
年
、
大
阪
大
学
歯
学

部
卒
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
マ
ル
メ
大
学
カ
リ
オ

ロ
ジ
ー
講
座
留
学
、
酒
田
市
日
吉
歯
科
診
療
所

勤
務
を
経
て
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
コ
ー
ク
大
学

在
学
中
。
訳
書
・
監
修
に
「
ト
ー
タ
ル
ペ
リ
オ

ド
ン
ト
ロ
ジ
ー
」
な
ど
。

 

本
人
確
認
カ
ー
ド

　

生
活
保
護
利
用
者
の
顔
写
真

と
数
桁
の
番
号
な
ど
を
記
載
し

た
カ
ー
ド
。
大
阪
市
が
２
０
１

３
年
度
か
ら
独
自
に
導
入
。
申

請
時
な
ど
に
作
成
・
交
付
さ
れ

る
。
浪
速
区
、
福
島
区
、
東
住

吉
区
、
港
区
の
４
区
で
試
験
的

に
実
施
し
て
い
る
。

供
し
て
い
た
の
が
、
マ
ル
メ
大
学
の
故
ダ

グ
ラ
ス
・
ブ
ラ
ッ
タ
ー
ル
先
生
だ
っ
た
。

　

ブ
ラ
ッ
タ
ー
ル
先
生
は
、
世
界
保
健
機

関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
の
顧
問
で
も
い
ら
し
て
、

な
ど
８
項
目
に
つ
い
て
改
善

を
求
め
た
。

　

厚
労
省
は
、
診
療
報
酬
改

定
に
関
す
る
具
体
的
な
議
論

は
こ
れ
か
ら
本
格
化
す
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
財
源
上
の
問

題
が
あ
る
が
こ
れ
ら
の
点
も

含
め
現
場
の
声
や
関
係
者
の

意
見
等
を
聞
き
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
と
述
べ
た
。

要
請
に
は
保
険
局
医
療
課
小

嶺
課
長
補
佐
、
大
平
主
査
が

応
対
し
た
。

「
居
宅
療
養
」
の

格
差
是
正
求
め
る

　

介
護
報
酬
の
問
題
で
は
、

６
月
に
続
き
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

と
し
て
老
健
局
に
要
請
し
、

介
護
保
険
の
電
子
請
求
「
免

除
届
」
の
継
続
や
居
宅
療
養

管
理
指
導
費
の
人
数
に
よ
る

過
去
の
包
括
項
目

の
適
性
評
価
な
ど
　

診
療
報
酬
の
問
題
で
は
、

保
険
局
と
面
談
し
た
。
第
３

回
保
団
連
代
議
員
会
で
確
認

さ
れ
た
「
２
０
１

８
年
度
診
療
報
酬

・
介
護
報
酬
改
定

に
向
け
た
保
団
連

要
求
」
に
基
づ
き

要
請
し
た
。

　

要
請
で
は
、
診

療
報
酬
に
人
件

費
、
間
接
経
費
に

見
合
っ
た
大
幅
引

き
上
げ
や
「
か
強

診
」
の
評
価
体
系

の
抜
本
的
な
見
直

し
、
過
去
の
包
括

項
目
の
適
正
評
価

　

大
阪
市
が
生
活
保
護
利
用

者
に
対
し
、
顔
写
真
付
き
の

「
確
認
カ
ー
ド
」
を
作
成
・

交
付
し
て
い
た
問
題
で
、
医

科
・
歯
科
協
会
な
ど
30
団
体

は
８
月
８
日
、
同
市
に
対
し

「
保
護
申
請
を
萎
縮
さ
せ

る
」
な
ど
と
し
て
公
開
質
問

状
を
提
出
し
、
記
者
会
見
を

開
い
た
。

　

全
国
生
活
保
護
問
題
対
策

会
議
事
務
局
長
の
小
久
保
哲

郎
弁
護
士
は
会
見
で
、
保
護

費
の
支
給
は
原
則
口
座
振
り

込
み
で
あ
り
、
担
当
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
が
対
応
す
る
た
め

カ
ー
ド
は
不
要
だ
と
指
摘
。

申
請
時
に
顔
写
真
の
撮
影
を

求
め
ら
れ
れ
ば
、
生
命
・
健

康
が
大
き
く
左
右
さ
れ
る
立

場
に
あ
る
申
請
者
に
と
っ
て

は
事
実
上
の
強
制
と
な
る
と

述
べ
た
。
ま
た
、
生
活
保
護

に
対
す
る
偏
見
を
強
め
申
請

を
萎
縮
さ
せ
る
と
し
、「
確

認
カ
ー
ド
」
の
廃
止
を
要
望

し
た
。

　

３
年
前
に
「
確
認
カ
ー

ド
」
を
作
成
し
た
浪
速
区
の

男
性
は
、「
犯
罪
者
扱
い
さ

れ
て
い
る
の
で
は
と
違
和
感

を
持
っ
た
。
作
成
は
任
意
で

あ
り
拒
否
し
て
も
不
利
益
は

な
い
な
ど
の
説
明
は
な
か
っ

た
。
カ
ー
ド
を
使
っ
た
こ
と

は
一
度
も
な
い
」
と
述
べ

た
。

　

協
会
・
保
団
連
は
８
月
３
日
、
医
療
・
介
護
の
同
時
改

定
に
向
け
て
厚
労
省
要
請
に
取
り
組
ん
だ
。
大
阪
歯
科
か

ら
は
吉
田
裕
志
副
理
事
長
が
参
加
し
た
。

「確認カード」廃止求め
大阪市に質問状を提出  

次
期
改
定
で
厚
労
省
へ
要
請

医科・歯科協会含む30団体

保険局に「か強診」見直しなど８項目を要請した
＝８月３日、東京　　　　　　　　　　　　　　

「
か
強
診
」な
ど
改
善
求
め
る

医療・介護

スウェーデンとの縁

北欧の
歯科医療
最前線

リポート

①

カ
ー
ド
の
問
題
点
を
指
摘
す
る

小
久
保
氏（
中
）＝
８
月
８
日
、

大
阪
市
役
所　
　
　
　
　
　
　

生
活
保
護


